
【人骨発見 34周年集会】 

講 演：奈須重雄さん 

（NPO法人 731 部隊・細菌戦資料センター共同代表） 

コメンテーター：川村一之 

（人骨の会代表） 

日 時 ７月１６日（日）開場 13時 30 分 開始 14時 終了 16 時(予定) 

会 場 戸山サンライズ２階・中研修室 

東京都新宿区戸山 1-22-1（03-3204-3611） 

東西線早稲田駅徒歩 10 分程度 

大江戸線若松河田駅徒歩 10 分程度 

JR 新大久保駅 1 番乗り場「橋 63」系統・国立

国際医療センター前・市ヶ谷駅前経由に乗り、

「戸山町」バス停下車徒歩 5分 

資料代 ５００円 

 

731部隊による農安の細菌散布を明らかにした『金子順一論

文』を発見した奈須重雄と、『731部隊 1931―1940 「細菌

戦への道程」』の著者、川村一之が共演する。 

 

 

 

 

 

７３１部隊の 

４つの細菌戦 

主 催  軍医学校跡地で発見された人骨問題を究明する会 

連絡先 ０８０－６６０２－２９１３（鳥居） 

メールアドレス jinkotsu731@yahoo.co.jp 

ＵＲＬ http://jinkotsu731.web.fc2.com 

 

http://jinkotsu731.web.fc2.com/


奈須重雄の仕事 

＜日本の研究者、731部隊による細菌戦の新たな証拠を発見＞ 

日本の NPO 法人「731 部隊・細菌戦資料センター」の奈須重雄氏は東京で行われた集会において 15 日、731

部隊が中国で行った細菌戦に関する新たな証拠を発見したことを明らかにした。 

奈須氏は 3 ヶ月前、国立国会図書館関西館にて、731 部隊の軍医であった、日本陸軍軍医学校防疫研究室の

金子順一少佐が 1943 年 12 月に執筆した論文「PX（ペスト感染ノミ）の効果略算法」を発見した。同論文は、

日本軍の太平洋および東南アジア地区におけるペスト菌投下構想に触れており、731 部隊が中国で 6 回にわた

って行った細菌戦のデータに基づき、実戦での効果を推計していた。論文によると、731 部隊は 1940 年 6 月か

ら 1941 年 11 月にかけ、吉林省・浙江省などで飛行機を使ってペスト菌をばら撒き、約 2 万 6 千人が感染した

という。 

同日、浙江省麗水市から訪れた日本軍による細菌戦被害者の遺族 4 人も集会に出席し、細菌戦が家族にもた

らした苦痛を語った。遺族らは日本政府に対し、731 部隊が中国で行った細菌戦に関する真相を調査し、日本

軍が犯した極悪非道の犯罪行為を直視し、また被害者および遺族に対して謝罪と賠償を行うよう求めた。（編

集 SN） 

「人民網日本語版」2011 年 10 月 16 日 

川村一之の仕事 

週刊読書人 2023年 4月 7日 第 3484号 3面「学術 思想」 


